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現
在
、
都
内
で
は
約
１
１
７
０

万
台
も
の
車
が
走
行
し
、
毎
年
９

万
件
の
交
通
事
故
が
発
生
、
３
０

０
人
余
り
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
渋
滞
も

慢
性
化
し
、
交
通
の
安
全
と
交
通

　

老
人
保
健
医
療
受
給
者
が
次
の

要
件
に
該
当
し
、
医
療
機
関
窓
口

で
負
担
す
る
医
療
費
の
額
（
一
部

負
担
金
）
が
左
表
の
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
金

額
を
「
高
額
医
療
費
」
と
し
て
後

日
払
い
戻
し
ま
す
。

　

①
外
来
で
支
払
っ
た
金
額
を
個

人
単
位
で
合
計
し
た
金
額
が
外
来

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

　

②
世
帯
の
老
人
保
健
医
療
受
給

者
が
支
払
っ
た
金
額
を
合
算
し
た

結
果
、
世
帯
の
負
担
限
度
額
を
超

え
た
場
合

　

高
額
医
療
費
に
該
当
し
た
方
に

は
、介
護
福
祉
課
医
療
係
か
ら「
老
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社
会
保
険
事
務
所 

相
談
窓
口
の
時
間
延
長

と
土
曜
日
の
開
設
の 

ご
案
内
（
年
金
相
談 

セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

　

武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所

で
は
毎
週
月
曜
日
に
お
け
る

年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午

後
７
時
ま
で
延
長
す
る
と
と

も
に
、
毎
月
第
２
土
曜
日
と
４

月
〜
９
月
の
第
３
土
曜
日
に

年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

土曜日の開設日

５月１４日・２１日

６月１１日・１８日

７月９日・１６日

８月１３日・２０日

９月１０日・１７日

１０月８日

１１月１２日

１２月１０日

１８年１月１４日

２月１１日

３月１１日

す
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
半

〜
午
後
４
時
）。
月
曜
日
の
時

間
延
長
は
、
月
曜
日
が
祝
日
ま

た
は
休
日
に
あ
た
る
場
合
は
、

翌
日
の
火
曜
日
ま
た
は
直
後

の
開
庁
日
に
な
り
ま
す
。　　

　

な
お
、　

月　

日
（
月
）
は
、

１０

３１

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
都

合
に
よ
り
受
付
時
間
の
延
長

は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
【
年
金
相
談
を
受
け
る
際
の

持
ち
物
】
年
金
手
帳
や
年
金
証

書
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
。
代
理
の
方
が
相

談
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
の
委

任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保

険
事
務
所
�
０
４
２
２
・　

・
５６

１
４
１
１
へ
。

ケ大会 
合戦」

を募集しま

ののどを今

、大会当日

ら

までに（必

大会参加希

プ」の別と

すのでご注

表　自己負担限度額 (月額 )

本人負担額

区　　分
外来＋入院（世帯）

外来個人ごと

７２，３００円＋医療費が

３６１，５００円を超えた場

合は、その超えた分の

１％を加算（多数該当

の場合は４０，２００円）

４０，２００円
一定以上の 

所得がある方

４０，２００円１２，０００円一般受給者

２４，６００円
８，０００円

Ⅱ低所得者
（市民税非課 
税世帯等） １５，０００円Ⅰ

人
保
健
高
額
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
と
申
請
書
（
請
求
書
）
を
郵

送
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
同
係
（
市
役
所
１
階
）
へ

申
請
（
請
求
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

初
回
支
給
申
請
（
請
求
）
後
に

継
続
し
て
該
当
す
る
場
合
は
、
次

回
か
ら
支
給
申
請
書
を
送
ら
ず
に

支
給
決
定
し
、
支
給
決
定
通
知
書

を
発
送
の
上
、
初
回
の
支
給
申
請

書
に
記
入
さ
れ
た
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
除
く
）
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

　

※
受
給
者
ご
本
人
が
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
は
、
戸
籍
謄
本
等
の
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
同

係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
（
内
線
２
５
５

２
）
へ
。
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市
で
は　

年
度
の
助
成
事
業
の

１６

適
用
を
受
け
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
内
に
フ
ラ
ッ
プ
テ
ー
ブ
ル
や

ス
タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
の
ほ
か
、

小
山
茶
園
に
立
看
板
、
エ
ン
ト

リ
ー
の
あ
っ
た
自
治
会
に
対
し
太

鼓
や
テ
ー
ブ
ル
等
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
目
指
し
、
各
種
の

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助

成
の
内
容
は
、
文
化
・
学
習
活
動

を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
、
緑
化
推

進
、
交
通
安
全
、
防
犯
・
防
火
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

分
野
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
【
購
入
備
品
】フ
ラ
ッ
プ
テ
ー
ブ

ル　

個
、
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア

３８

　

脚
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
１
個
、

４０デ
リ
カ
テ
ー
ブ
ル
１
個
、
手
提
金

庫
２
個
、
立
看
板
１
個
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ア
ン
プ
シ
ス
テ
ム
１
台
、

テ
ー
ブ
ル
８
個
、
法
被　

枚
、
長

３０

胴
太
鼓
１
個
ほ
か
９
点
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
�　

・
７０

７
７
３
８
へ
。

実
現
を
目
的
と
し
て
市
内
で
活
動

す
る
個
人
や
、
グ
ル
ー
プ
・
団
体

　
【
支
援
内
容
】市
民
を
対
象
と
し

た
公
開
講
座
の
講
師
謝
金
（
１
講

座
上
限
２
万
円
を
予
算
の
範
囲
内

で
助
成
し
ま
す
）

　
【
講
座
開
催
期
間
】９
月
〜　

年
１８

募
集
し
ま
す
!

東
久
留
米
市
交
通
安
全
協
会
の
会
員
と

　
　
　
　

東
久
留
米
市
交
通
少
年
団
員

の
円
滑
化
に
向
け
て
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

東
久
留
米
市
交
通
安
全
協
会
で

は
、
交
通
安
全
協
会
会
員
と
し
て

地
域
に
密
着
し
た
交
通
安
全
推
進

活
動
を
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

を
、
ま
た
、
交
通
少
年
団
員
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
や
団
体
活

動
を
通
じ
て
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
身
に
付
け
、
健
康
で
積
極

的
に
活
動
で
き
る
小
学
１
年
〜
６

年
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
防
止
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
交
通
道
徳
を
高
め
、

交
通
の
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ
て
、

交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
と
い
う

自
覚
と
実
践
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
同
協
会
は
こ
れ
か
ら

も
、
警
視
庁

を
は
じ
め
関

係
機
関
と
綿

密
な
連
携
を

取
り
な
が
ら

市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
東

久
留
米
市
の
交
通
の
安
全
と
交
通

の
円
滑
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
【
東
久
留
米
市
交
通
安
全
協
会

と
は
】
交
通
安
全
意
識
の
向
上
と

交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
を
主

な
目
的
と
し
て
、
警
視
庁
や
関
係

機
関
の
指
導
を
受
け
て
発
足
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
交
通
安
全
に
関

す
る
広
報
や
交
通
安
全
教
育
を
は

じ
め
、
交
通
事
故
相
談
、
各
種
講

習
会
、
道
路
使
用
の
適
正
に
関
す

る
業
務
な
ど
を
通
じ
て
、
交
通
の

安
全
と
交
通
の
円
滑
化
を
実
現
す

べ
く
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
警
視
庁
田
無
警
察
署

交
通
課
�　

・
０
１
１
０
ま
た
は

６７

交
通
安
全
協
会
連
合
会
事
務
局
�

　

・
３
３
５
７
へ
。

６１

３
月　

　
【
募
集
期
間
と
決
定
時
期
】火
曜

日
を
除
く
５
月　

日
（
月
）
〜
６

１６

月　

日
（
金
）
に
同
セ
ン
タ
ー
で

１０
受
け
付
け
ま
す
。
助
成
対
象
と
な

る
企
画
は
、
７
月
初
旬
に
決
定
し

ま
す

　

応
募
方
法
等
詳
細
は
５
月　

日
１６

（
月
）か
ら
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
生

活
文
化
課
（
市
役
所
２
階
）
で
配

布
す
る
実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
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特
別
養
護
老
人 

ホ
ー
ム
（
特
養
）
の 

個
室
化
・
ユ
ニ
ッ
ト 

境
の
改
善
と
少
人
数
の
家
庭
的

な
環
境
で
の
ケ
ア
を
目
指
す
個

室
化
・
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
取
り

入
れ
た
改
修
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

内

容

　

個
室
化
と
は
、
従
来
の
４
人

部
屋
中
心
の
居
住
環
境
を
個
室

に
改
善
す
る
も
の
で
す
。
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
は
、
入
所
者
の

９
人
程
度
を
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー

　

②
個
室
の
近
く
に
交
流
で
き

る
空
間
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

ほ
か
の
入
居
者
と
良
好
な
人
間

関
係
が
築
け
、
相
互
の
交
流
が

進
み
ま
す

　

③
自
分
の
生
活
空
間
が
で
き
、

少
人
数
の
入
居
者
が
交
流
で
き

る
空
間
も
あ
る
こ
と
で
、
入
居

者
の
ス
ト
レ
ス
が
減
り
ま
す

（
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊〈
は
い

か
い
〉
な
ど
が
少
な
く
な
る
例

も
多
い
）

老
人
保
健
医
療
は
、
老
後
の
元
気
な
暮
ら
し
を
支
え
ま
す

老
人
保
健
高
額
医
療
費
を

払
い
戻
し
ま
す 
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：７２・００６１　ファクス：７２・００５３
ルアドレアス：fifty2@higashikurume-city.jp

男女平等推進センター
フィフティ  情報２

西部地域センターにはテーブルといす等が入りました

　

◆
第
２
空
手
教
室　

毎
週
①
月
曜

日
午
後
６
時
か
ら
が
神
宝
小
学
校
体

育
館
②
火
曜
日
午
後
６
時
か
ら
が
小

山
小
学
校
体
育
館
③
金
曜
日
午
後
７

時
か
ら
が
本
村
小
学
校
体
育
館
④
土

曜
日
午
後
６
時
か
ら
と
日
曜
日
午
前

　

時
か
ら
が
第
二
小
学
校
体
育
館
で
。

１０入
会
金
４
５
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０

０
円
。
３
歳
以
上
。
初
心
者
歓
迎
。
家

族
ま
た
は　

歳
以
上
割
引
あ
り
。
詳
し

６０

く
は
竹
村
�
０
９
０
・
３
２
２
３
･
９

４
６
７
へ
。

　

◆
練
功
十
八
法
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
益

（
え
き
）気
功（
中
国
健
康
法
普
及
協
会
）

　

毎
週
月
曜
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
、
ひ
ま
わ
り
公
園
（
滝
山
五
丁
目
）

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
年
２

０
０
０
円
。
詳
し
く
は
川
越
�　

・
３

７４

５
９
５
へ
。

　

◆
プ
レ
ズ
ィ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ　

土
曜
・
日
曜
日
、
市
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
。
会
費
小
学
生
ま
で
が
月
３
０
０

０
円
、
中
学
生
以
上
が
月
５
０
０
０
円
。

女
子
中
学
生
の
公
式
試
合
へ
の
出
場

歓
迎
。
詳
し
く
は
沖
山
�
０
９
０
･
１

８
５
７
･
８
７
０
４
へ
。

　

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
「
花

ぐ
る
め
」　

毎
月
第
４
火
曜
日
の
午
後

７
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
で
。
会
費
月

２
５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
吉
田
�　

・
３
９
０
９
へ
。

７４

　

◆
少
年
少
女
野
球
（
滝
山
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ズ
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の
午

後
１
時
〜
５
時
、
第
七
小
学
校
校
庭
で
。

会
費
月
１
５
０
０
円
。
小
学
１
年
〜
５

年
生
。
詳
し
く
は 

田
�　

・
３
０
２

７４

５
へ
。

　

◆
合
気
武
道
・
棒
術
・
護
身
術
（
東

久
留
米
武
道
ク
ラ
ブ
妙
風
庵
）　

５
歳

〜
中
学
生
が
毎
週
①
木
曜
日
午
後
４

時　

分
〜
６
時　

分
②
日
曜
日
午
前

４０

１０

　

時
半
〜
午
後
零
時
半
、
高
校
生
以
上

１１が
毎
週
日
曜
日
正
午
〜
午
後
１
時　
４５

分
、
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
３
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０

０
円
。
詳
し
く
は
細
谷
�　

・
４
０
７

２１

５
へ
。

　

◆
料
理
（
ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ
）

月
１
回
。
主
に
第
１
火
曜
日
の
午
前　
１０

時
か
ら
、
中
央
公
民
館
で
。
会
費
１
回

ラ
ル
）　

毎
週
月
曜
日
の
午
後
１
時
〜

４
時
、
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
。
初
級
〜
中
級
。
見
学

自
由
。
詳
し
く
は
今
成
（
い
ま
な
り
）

�　

･
１
２
８
４
へ
。

７１

　

◆
東
久
留
米
短
歌
会　

毎
月
第
３

土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、
成
美
教

育
文
化
会
館
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
８
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
大
塚
�　

・
３
０
７
５
へ
。

７３

　

◆
親
子
で
楽
し
む
音
楽
遊
び
（
リ
ト

ミ
ッ
ク
・
く
ら
ぶ
）　

毎
週
①
火
曜
日

が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
②
木
曜
日
が

西
東
京
市
民
会
館
（
西
東
京
市
田
無
町

四
丁
目
）
③
金
曜
日
が
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
午
前　

時
か
ら
と

１０

　

時
か
ら
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、
会

１１費
月
４
３
０
０
円
。
７
カ
月
〜
４
歳
児
。

無
料
体
験
あ
り
。
詳
し
く
は
若
林
�
０

９
０
･
１
２
１
２
・
３
４
７
８
へ
。

　

◆
講
演
会
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療

の
最
新
情
報
」（
東
久
留
米
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
友
の
会
）　

５
月　

日
（
土
）

２１

午
後
１
時
〜
３
時
半
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
５
０

０
円
。
講
師
は
都
立
神
経
病
院
神
経
内

科
医
長
の
横
池
房
子
氏
。
事
前
申
し
込

み
を
。
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
。

詳
し
く
は
青
木
�　

･
２
３
７
４
へ
。

７３

　

◆
ラ
イ
オ
ン
・
バ
ザ
ー
（
東
久
留
米

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）　

５
月　

日
２９

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
２
時
ご
ろ
、

１１

市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
子
ど
も

た
ち
の
協
力
に
よ
る
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム

あ
り
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
�　

・
１

７１

１
７
５
へ
。

　

◆
風
景
写
真
展
（
写
遊
つ
つ
じ
）　

６
月
１
日
（
水
）
〜
５
日
（
日
）
午
前

９
時
半
〜
午
後
７
時
（
１
日
は
正
午
か

ら
、
５
日
は
午
後
６
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー

ス
１
０
５
で
。
入
場
無
料
。
詳
し
く
は

柳
沢
�　

･
１
０
０
１
へ
。

７３

　

◆
講
演
会
「
郷
土
民
俗
行
事
・
講
に

つ
い
て
」（
東
久
留
米
稲
門
会
）　

６
月

５
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
４
時
半
、
中

央
公
民
館
で
。
入
場
無
料
。。
講
師
は

野
崎
市
郎
氏
。
詳
し
く
は
高
橋
�　

･
７４

２
３
６
６
へ
。

　

◆　

周
年
セ
レ
モ
ニ
ー
「
せ
ん
ろ
は

３０

つ
づ
く
よ
」（
し
ん
か
わ
保
育
園　

周
３０

 
会
員
募
集 

 
催　
　

し 

西部地域センターに
テーブル・スタッキングチェアなど

宝くじのコミュニティ
　　　　助成備品を購入

17.  5.  15
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夏でも涼しい南沢緑地保全地域 時には素足で川遊びしでみませんか
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名
称
は「
南
沢
水
辺
公
園
」 

と
「
（
仮
称
）
水
生
公
園
」

　

中
央
町
二
丁
目
の
都
営
住
宅
建

替
え
工
事
に
伴
い

整
備
中
だ
っ
た
２

つ
の
公
園
が
、
も

う
す
ぐ
完
成
し
ま

す
。

　

南
沢
三
丁
目
、

氷
川
神
社
の
東
側

に
で
き
る
の
が

「
南
沢
水
辺
公
園
」

で
す
（
場
所
は
下

図
参
照
）。南
沢
緑

地
保
全
地
域
に
隣

接
す
る
落
合
川
と

南
沢
湧
（
ゆ
う
）

水
の
合
流
点
に
位

置
し
、
面
積
は
約

２
８
０
０
平
方
㍍
。

こ
の
公
園
の
整
備

第１５回ふれあい市民カラオケ
１５周年記念「真夏の紅白歌合

　ふれあい市民カラオケ大会の出演者を

す。費用は無料です。日ごろ鍛えた自慢の

年は楽しい企画でご披露ください。また、

は皆さんの来場をお待ちしています。

《カラオケ大会日程》
　【日時】７月９日（土）午前９時半から
　【会場】中央公民館ホール
　【入場料】無料
　大会参加の申し込みは６月３日（金）ま

着）、往復はがきに「ふれあいカラオケ大

望」と明記し、「個人」または「グループ

「白組（男性）」または「紅組

（女性）」のいずれか・曲名・

住所・氏名・電話番号を書い

て、〒２０３-８５５５、市役所介護

福祉課「生きがい健康の会」

事務局あて郵送を。

　※応募者多数の場合は抽

選（記載事項不備の場合は無効となります

意ください）。

　詳しくは同事務局（内線４９２３）へ。

市
民
企
画
講
座
を 

支

援

し

ま

す

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
す
る

た
め
に
活
動
す
る
市
民
の
自
主
的

活
動
を
支
援
し
ま
す
。
講
座
の
企

画
運
営
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に

か
か
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
対
象
】男
女
共
同
参
画
社
会
の

　目にもさわやかな新緑の季節となりました。市内を

流れる黒目川や落合川沿いを思い思いに散策する皆

さんの足取りも心なしか軽やかに見えてきます。

　このたび、中央町一丁目と南沢三丁目付近の落合川

沿いに、新たに２つの公園が完成します。皆さんの憩

いのスポットとして、末永く大切にご利用ください。

　詳しくは都市計画課街路公園係�７０･７７６２へ。

は
「
南
沢
水
辺
公
園
計
画
策
定
報

告
書
」
を
基
本
に
し
て
作
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
遊
具
類
を
設
置

せ
ず
、
草
地
を
主
と
し
、
公
園
の

西
側
部
分
は
氷
川
神
社
裏
の
林
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
小
高
い
丘
に
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
ト
イ
レ

も
備
え
て
い
る
の
で
（
障
害
者
用

も
あ
り
）、近
く
に
住
む
方
だ
け
で

な
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
方

に
と
っ
て
も
格
好
の
休
憩
場
所
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

中
央
都
営
１
号
棟
東
側
に
で
き

る
の
が
、「
水
生
公
園
」
で
す
（
場

所
は
右
図
参
照
）。面
積
は
約
１
２

０
０
平
方
㍍
で
、
そ
の
名
の
通
り

水
生
動
植
物
の
保
護
・
育
成
の
た

め
、
中
央
に
約
３
０
０
平
方
㍍
の

浅
い
池
が
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

ど
ち
ら
の
公
園
も
市
民

の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い

を
重
ね
な
が
ら
、都
の
協

力
を
得
て
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。開
園
後
は

市
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
力
を
合
わ
せ
て
管

理
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
園
は「
南
沢
水
辺
公

園
」
が
５
月　

日
（
日
）、

２２

「（
仮
称
）
水
生
公
園
」
が

６
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

ケ
ア
化
の
意
義

取
り
組
み
状
況

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
要
介

護
度
１
以
上
の
高
齢
者
が
入
所

す
る
施
設
で
す
。
主
に
相
部
屋

で
の
入
所
生
活
を
送
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
求
め
る
声
は

年
々
高
ま
り
、
現
在
、
居
住
環

９
人
程
度
を
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー

プ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
単

位
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
に
リ
ビ
ン
グ

や
食
堂
を
設
け
、
日
常
生
活
を

通
じ
て
介
護
を
な
じ
み
の
あ
る

職
員
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。意

義

　

①
入
居
者
は
個
性
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
生
活
空

間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す

も
多
い
）

　

④
家
族
が
周
囲
に
気
兼
ね
な

く
入
居
者
を
訪
問
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
家
族
関
係
が
深
ま
り

ま
す

　

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感

染
症
の
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま

す
　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係（
内
線
２
５
５
３
・

２
５
５
４
）
へ
。

　

去
る
３
月　

日
、、
落
合
川

２６

毘
沙
門
（
び
し
ゃ
も
ん
）
橋
上

流
の
河
川
整
備
に
伴
い
、南
沢

氷
川
神
社
付
近
の
宮
下
橋
が

新
し
く
架
け
替
え
ら
れ
ま
し

た
。完
成
式
に
は
市
長
を
は
じ

め
関
係
者
が
出
席
し
、テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、渡
り
初

め
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
橋
は
、車
の
往
来
の
多
い

南
沢
通
り
か
ら
西
側
に
一
本

入
っ
た
と
こ
ろ
に
架
か
り
、周

囲
は
静
寂
な
南
沢
氷
川
神
社

を
は
じ
め
、都
の
名
湧
水
に
選

出
さ
れ
た
南
沢
湧
（
ゆ
う
）
水

群
の
清
冽
（
れ
つ
）
な
流
れ
や
、

昔
日
の
武
蔵
野
の
雑
木
林
の

面
影
が
残
る
南
沢
緑
地
保
全

地
域
が
あ
る
緑
豊
か
な
場
所

で
す
。

　

落
合
川
沿
い
を
散
策
す
る

際
は
、今
後
完
成
す
る
２
つ
の

公
園
と
湧
水
群
等
を
コ
ー
ス

に
加
え
、新
し
い
こ
の
橋
を
一

度
渡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

宮下橋の架け替えが
完 成 し ま し た

南沢水辺公園開園イベントを開催！

　計画づくりから実施設計まで、市と市民

が話し合いながら築き上げてきた「南沢水

辺公園」がいよいよオープンします。

　この公園は、「水辺を活かした自然的な公

園」「みんなで創（つく）り育てる公園」な

どをコンセプトとして、基本的な部分を市

が整備しました。これからは、市民の手で、

自然環境の保全や復元、植物の維持管理、

清掃など、本当の公園創りが始まります。

　このたび同公園のオープニングを記念し、

市民皆さんの公園とするため、市民主催に

よるオープニングイベントを次の通り開催

します。

　【日時】５月２２日（日）午前１０時～正午
（小雨決行）

　【会場】南沢水辺公園（南沢三丁目南沢氷
川神社前）

　【内容】あいさつ、安全祈願、記念植樹
（約５０本）、甘酒をふるまう、あそび（落書

きコーナー、丸太ベンチづくりなど）

　【参加費】無料
　※汚れても良い服装でご来場ください。

　詳しくは南沢水辺公園のなかまたち事務

局・赤羽�７１・６００３または豊福�７５・７６４３

へ。

南沢水辺公園イメージ図南沢水辺公園イメージ図

探してみよう！
水と緑のふれあい

スポット
探してみよう！　

水と緑のふれあい
スポット

新しく架け替えられた宮下橋

《男女平
住所：
電話：
メール

男
フ

時
か

中
央
公
民
館
で

会
費

回

１
４
０
０
円
。
１
歳
６
カ
月
以
上
の
お

子
さ
ん
の
保
育
あ
り
（
１
回
１
０
０

円
）。
詳
し
く
は
安
中
�　

・
０
７
２

７２

９
へ
。

　

◆
ピ
ア
ノ
＆
キ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

　

月
２
回
。
①
金
曜
日
が
東
部
地
域
セ

ン
タ
ー
②
日
曜
日
が
中
央
公
民
館
ほ

か
で
、
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０

０
円
。
初
心
者
、
中
高
年
の
方
歓
迎
。

見
学
自
由
。
詳
し
く
は
松
崎
�　

・
５

７２

２
２
０
へ
。

　

◆
押
し
花
を
楽
し
む
会　

毎
月
、
第

２
木
曜
日
が
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
、
第

３
水
曜
日
が
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
５
時
。
会
費
月

２
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
南
�　

･
７
９
７
９
へ
。

７５

　

◆
大
正
琴
（
い
ろ
ど
り
）　

毎
月
第

１
・
第
３
水
曜
日
の
午
後
１
時
〜
５
時
、

中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
武
田
�　

・
５
５
３
９
へ
。

７４

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
和
〈
な
ご
や
か
〉

ク
ラ
ブ
）　

毎
月
第
１
・
第
２
火
曜
日

が
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
、
第
３
・
第
４

火
曜
日
が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
い

ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
４
時
。
会
費
月

２
０
０
０
円
。
初
級
程
度
の
方
。
詳
し

く
は
飯
田
�　

･
６
９
９
１
へ
。

７６

　

◆
中
国
語
入
門
ク
ラ
ス
（
グ
ル
ー
プ

中
国
だ
い
好
き
）　

月
４
回
。
土
曜
日

午
後
６
時
〜
８
時
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
中
級
程
度
若
干

名
。
詳
し
く
は
山
本
�　

・
４
７
４
８

７１

へ
。

　

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
（
東
久
留
米
市
山
岳

連
盟
）　

例
会
が
毎
月
第
１
水
曜
日
の

午
後
７
時
〜
９
時
、
駅
前
公
会
堂
（
東

久
留
米
駅
北
口
稲
荷
神
社
境
内
）
で
。

入
会
金
５
０
０
円
、
会
費
半
年
３
６
０

０
円
（
山
岳
保
険
年
約
５
０
０
０
円
別

途
）。
山
行
を
毎
月
１
回
以
上
実
施
。

　

歳
以
上
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

２０木
下
�　

・
４
９
１
７
へ
。

７２

　

◆
少
女
軟
式
野
球
（
東
久
留
米
レ
ッ

ド
オ
リ
オ
ン
ズ
）　

毎
週
日
曜
日
の
午

前
８
時
〜
正
午
、
下
里
小
学
校
校
庭
で
。

会
費
月
２
０
０
０
円
。
小
学
生
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
片
山
�　

・
８
０

７１

４
８
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ　

毎
週
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
、
東
部
運

動
広
場
（
金
山
町
一
丁
目
）
で
。
会
費

月
１
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
小
林
�　

･
８
４
６
２
へ
。

７５

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス
・
ス
パ
イ

つ
づ

」（

ん
か
わ
保
育
園

周
３

年
行
事
実
行
委
員
会
）　

５
月　

日
２９

（
日
）
午
前　

時
半
か
ら
（
９
時
半
か

１０

ら
受
け
付
け
）、
し
ん
か
わ
保
育
園
で
。

入
場
無
料
。
詳
し
く
は
同
園
・
近
藤
�

　

･
６
６
５
４
へ
。

７４
　

◆
学
習
会
「
新
し
い
地
域
福
祉
計
画

に
期
待
で
き
る
こ
と
」（
福
祉
の
ま
ち

お
こ
し
の
会
）　

５
月　

日
（
日
）
午

２９

後
２
時
か
ら
、
中
央
図
書
館
で
。
入
場

無
料
。
詳
し
く
は
大
谷
（
お
お
た
に
）

�　

・
６
２
３
４
へ
。

７４

　

◆
湧
（
ゆ
う
）
水
わ
く
わ
く
バ
ザ
ー

（
わ
く
わ
く
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
）　

６
月
５
日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
２

１０

時
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
詳

し
く
は
豊
福
�　

・
７
６
４
３
へ
。

７５

　

◆
初
心
者
講
習
（
東
久
留
米
市
社
交

ダ
ン
ス
連
盟
）　

月
４
回
。
６
月
〜　
１８

年
３
月
の
火
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ほ
か
で
。
受
講
料

月
２
５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
初
回

は
６
月
７
日
。
詳
し
く
は
大
槻
�　

･
７４

０
４
５
７
へ
。

　

◆　

周
年
記
念
歌
謡
発
表
会
（
東
久

１０

留
米
ニ
ュ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
）　

５
月　
１５

日
（
日
）
午
前
９
時　

分
開
演
、
中
央

４５

公
民
館
ホ
ー
ル
で
。
入
場
無
料
。
ゲ
ス

ト
歌
手
の
出
演
や
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏

あ
り
。
詳
し
く
は
谷
口
（
た
に
ぐ
ち
）

�　

･
１
６
２
７
へ
。

２４

　

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
赤
ず
き

ん
グ
ル
ー
プ
作
品
展　

５
月　

日
２７

（
金
）
〜　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午

２９

１０

後
７
時
（　

日
は
午
後
６
時
ま
で
）、

２９

ス
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
入
場
無
料
。
ハ

ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

小
物
な
ど
。
展
示
品
の
即
売
あ
り
。
詳

し
く
は
白
鳥
（
し
ら
と
り
）
�　

･
７

７３

８
７
８
へ
。

　

◆
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
（
市
民
あ
お
ぞ
ら
市
の
会
）　

５
月

　

日
（
土
）・
６
月　

日
（
日
）
い
ず

２１

２６

れ
も
午
前　

時
〜
午
後
２
時
、
市
役
所

１０

１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
出
店
者
の
募
集

は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
白
石
�　
７４

･
９
５
２
０
へ
。

　

◆
わ
く
わ
く
川
あ
そ
び
実
行
委
員

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
（
同
実
行
委
員

会
）　

５
月　

日
（
土
）
午
後
７
時
か

２１

ら
、中
央
公
民
館
で
。
７
月　

日（
土
）・

１６

　

日
（
日
）
に
開
催
の
「
第　

回
わ
く

１７

１２

わ
く
川
あ
そ
び
」
の
実
行
委
員
会
で
す
。

詳
し
く
は
菅
谷
（
す
が
や
）
�　

・
０

７２

８
８
２
へ
。

 
そ　
の　
他 
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